
 

事案名 苅田港の事案 （福岡県４０－３） 

分類 ○廃棄・遺棄 
○発見・被災・掃海等処理 

○現在の状況 

資料 ・『朝日新聞』昭和４７年５月２７日〔１〕 
・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」資料 3の 1､2〔２〕
・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の

況(14.6)」〔３〕 
・『朝日新聞』夕刊昭和４１年６月９日〔４〕 
・『西日本新聞』夕刊昭和４１年６月９日〔５〕 
・『読売新聞』昭和４１年６月１０日〔６〕 

・「昭和４８年の『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアッ

調査について（回答）」平成１５年８月２９日〔７〕 

・『朝日新聞』（平成１３年８月２３日）〔８〕 

・「苅田港等の老朽化した化学弾等について」〔９〕 
・「新門司沖土砂処分場潜水探査 危険物『機雷等』発見報告」

成１２年１２月１１日〔１０〕 
・『西日本新聞』・『毎日新聞』・『朝日新聞』平成１２年１２月１

日〔１１〕 
・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査」に係

情報〔１２〕 
・国土交通省九州地方整備局苅田港湾事務所資料〔１３〕 
・「苅田港老朽化化学兵器の除去及処理の方針」（平成１３年７

３０日）〔１４〕 
・「旧軍毒ガス弾等の全国調査のフォローアップ調査」に係る情

〔１５〕 
・ホームページ「第７管区水路通報」（２０００年４７号）〔１６

資料内容概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京第２陸軍造兵廠曾根兵器製造所に存在した毒ガス弾等が

田港周辺に投棄され､その発見・被災事件が発生している。現在

衛庁が発見された毒ガス弾等の処理作業を推進している。 
 
○廃棄・遺棄情報 
・元曾根兵器製造所工員の証言として､「昭和２０年 8月１６
に九州総監部（大分県日田市）に行き毒ガス弾等の処理方

を相談したところ全部海中投棄することとなった。トラッ

で小倉区日明、門司区直見、苅田港の三港に運び、そこか

五、六トンの漁船に積み込んだ」と記載されている〔１〕。

 
○発見・被災情報 
・昭和２９年に苅田港でイペリット弾（数量不明）が発見され

３名負傷した〔２〕。 

・昭和３６年４月１日に苅田港でイペリット弾 1 発発見され

〔２〕。 
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・昭和４１年に、福岡県京都郡苅田町白石海岸でイペリット弾

1 発が発見され、自衛隊がコンクリート密封して海洋投棄し

たと記載されている〔３〕。 
・昭和４１年６月４日に、苅田港の浚渫工事中の潜水夫が海底

で爆弾１５発を発見した。海上自衛隊下関基地隊が鑑定した

結果､糜爛剤・くしゃみ剤・催涙剤の３種類混合ガス爆弾と判

明した。その後の調査で計４５発発見された。まだ付近に１

００発近く埋まっているようだとしている〔４〕〔５〕。そし

て、これらについて防衛庁から海上自衛隊下関基地隊に対し

て「コンクリート詰めにして深海に捨てるよう」指示があっ

たとしている〔６〕。 
・平成１２年１１月２１日に苅田港浚渫工事中に、「爆発物」１

８発が発見され､海上自衛隊佐世保地方隊が揚収し、調査の結

果毒ガス弾と判明した（イペリット弾１２発、ジフェニルシ

アンアルシン弾６発）。さらに、２７日にも海底で爆発物３８

発が確認された〔３〕〔７〕〔８〕〔９〕。 

・平成１２年１２月１１日に福岡県新門司沖（北九州港湾区域

内）で浚渫作業中の潜水夫が爆弾を発見し、竹ざおに旗をつ

け別の海中に移動・保管している〔１０〕〔１１〕。過去には､

平成９年度の新門司沖護岸工事で爆弾が２８発､新門司沖土

砂処分場潜水探査工事で２５発発見されているという〔１

０〕。 

・平成１５年９月５日に、国土交通省苅田港湾事務所が苅田港

内の海底磁気探査を行ったところ５３８発の物体を確認した

と発表、平成１２年に発見された老朽化した化学弾と判断さ

れたものと形状や金属の磁気量が類似していることから、同

事務所では多くの化学弾が含まれている可能性が高いとして

いる〔１２〕 

・苅田港における過去の「爆発物」発見個数については、資料

〔１２〕に基づき次頁の別表に整理した。 

・苅田港の航路浚渫工事に伴う平成１２年１１月から平成１５

年８月に実施した潜水探査及び高精度磁気探査により、化学

弾が存在していると思われる点（５９４発）が発見された〔１

３〕。 
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別表 苅田港で発見された「危険物」の状況 

発見年月日 個数 
昭和４６年９月３日 １ 

昭和５４年６月２３日～７月２１日 ８ 

昭和５５年１月２４日 ４０ 

昭和５５年５月１２日～５月２９日 ６ 

昭和５８年１２月８日 １ 

昭和５９年３月１日 ２ 

平成２年４月２１日～５月１６日 ４３１ 

平成７年５月２２日 １ 

平成８年１２月３日 １ 

平成１０年１月２７日 １ 

平成１０年１１月１６日 １ 

平成１０年１２月１１日 ５ 

平成１１年１２月２４日 ４ 

平成１２年１１月２１日 １８ 

平成１２年１１月２７日 ３８ 

平成１５年８月２６日  ５３８ 

計 １,０９６ 

 
○現在の状況 
・ 平成１２年に苅田港で発見された毒ガス弾等の無害化処理

については、総務省の所管とし､防衛庁長官の行政責任のも

とに執行する方針を出した〔９〕〔１４〕。 

・ また、現在は、門司海上保安部より航泊禁止及び投錨禁止区

域に設定されている〔１５〕〔１６〕。 
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